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図！、視聴覚的情報検索システムハードウェア構成の説明
    （1）AICOM－C6CPU （2）VDT （3）キーボード （4）ラインプリンタ （5）グラフィックディス
    プレイ （6）XY一ブ1コッタ （7）D／Aコンバータ （8）オシロスコープ19）D／Aコンバータ
    （1⑪アナログフィルター／アンプ （ll）8”片面単密フロッピーディスク×2 （1助5MB固定ディス
    ク （1割5MBカートリッジディスク （14）1600／800BPI磁気テープ装置×2㈹デジタルカセッ
    ト （1⑤スピーカ （17）RS－232C （1③AIDACS－3000CPU （19〕VDT ⑫O）キーボード （21）ドッ
    トプリソター ⑫カ8”片面単密フロッピーディスク×2（2助紙テープリーダ／パンチャー⑫4）
    RS－232C（2㊦ソードM223－V CPU ㈱グリーングラフィックディスプレイ （吻キーボード
    ㈱ドットプリンタ （2助手動制御入力装置 （3⑰8”両面倍密フロッピーディスクx2Gl〕RS－
    232C Oa AIDACS－2000 CPU ㈱テレタイプ 13φキーボード （3a A／Dコンバータ
    AIDACS－20000㈱紙テープリーダ／パンチャー⑬7）8”片面単密フロッピーディスク×2
    ㈱RS－232C （鋤ソードM68CPU 140）カラーグラフィックディスプレイ （41）キーボード
    （42）24×24漢字プリンタ ㈱5”両面高密フロッピーディスク 幽）RS－232C Bチャンネル （45）
    RS－232CAチャンネル ㈹GPIB147）SN－110＃1（ネットワークノード） （⑱SN－110＃2149）




































   ることも，画面表示と音声出力を同時に行うことも可，以下同じ）させるためのプロ
   グラムである．
機能1①磁気テープ等に記録されている多次元時系列データ（次元数×各変数のデータ長は
   100，OOO以下）を読込む．②4変数分，各変数2048点ずつ同時に，オシロスコープに
   表示させる．
特徴1データの時間変化のグラフを，ラインプリンタやXY一プロッタに出力させて見ること
   の煩雑さから解放され，能率的に時間変化の様子を知ることができる．














ユ         2
PROCED     SPqTR2」





















   グラムである。
機能：①一度にデータの中の2048点を，オシロスコープに表示し，その中から1024以下の
   長さをもつ任意の部分を選びだし，ARモデルを用いて，パワースペクトルを求めるこ
   ’とができる．②求めたパワースペクトルを，XY一プロッタかグラフィック端末のい
   ずれかに表示することができる．
特徴：①同一のデータで，選び出す場所を変えて，繰り返し解析できるようになっている．
   この特徴を利用すると，非定常データを扱う時に，解析する部分を少しずつ変えるこ
   とができ，スペクトルの変化する様子を，大まかにつかむのに役立てることができる．
 3．4． SPCTR2
 目的：磁気テープ等に記録されている多次元時系列データ（各変数のデータ長は5，000以下）
    の統計処理のためのプログラムである．
機能：①スペクトル，クロススペクトル，コヒーレンス，フーエーズ，自己相関関数，相互相
    関関数等を求める．②本システムに備わっている種々の出力デバイスに，図表を出力
    する．
特徴：①入力データは，2バイト整数，4バイト整数，4バイト実数，8バイト実数のいずれ
    でもよい．②FFT法を用いている．③スペクトルウィンドウとしてハミソグウィ
    ソドウ，赤池ウィンドウ等，5種類のものが，用意されている．④出力として，グラ
    フ出力（グラフィックディスプレイ，XY一プロッタ），あるいは数値出力（VDT，ライ
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 3．6． REGRES
 目的：回帰分析を行うためのプログラムである．坂元，石黒，北川（1983）に記載されてい
    る回帰分析プログラム（REGRES）を，移植したものである．
機能：①説明変数の個数をK，説明変数をル（ゴ＝1，2，．、，K）とした時，このプログラム
    は，K＋2個のモデル
      MODEL（一1）       ：y＝ε
      MODEL（0）        ：y＝αo＋ε
      MODEL（κ1）       ：y＝αo＋舳1＋ε
      MODEL（κ。，κ2）      ：y＝αo＋舳1＋舳2＋ε
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0n an Audio－visua1Information Processing System
             Yoshiyasu－Hamada Tamura
         （The Institute of Statistica1Mathematics）
                    Miki Yamada
（The Institute of So工id State Physics，The University of Tokyo）
                   Hisayuki Horai
             （Tokyo Institute of TechnoIogy）
   An audio－visua1information processing system of which construction was origina11y
proposed by H．Akaike in1980is now ready for generaI use．The instruments attached to
this system，such as osci11oscopes and1oudspeakers，enab1e us to examine the characteris－
tics of1arge－sca1e data through the senses of sight and hearing．The main cont土。1
program named n｛TMON reads a set of data from a magnetic tape and converts it into
streams of ana1og signa1to be seen on the screens ofthe osci11oscopes and／or heard through
the1oudspeakers．Variations of characteristics of the data can easi1y be recognized with
the aid of this system．
    Some support programs for simp1e data processing are a1so included：for examp1e，for
ca1cu1ating moving averages or power spactra，drawing histgrams with automatic optimal
stratiication，and so on．It is noted that the variab1e window which can be seen on the
screen of osci1Ioscope heIps us to se1ect a part of data to be ana1ysed．Some of support
programs are conversions of the programs c㎝tained in TIMSAC－72and others are
adaptations of the programs due to Sakamoto et a1．（‘‘AIC Statistics’’，1983，Kyouritu－
Shuppan，in Japanese＝Eng1ish version，to appear，1986，Reide1）
Key words：Audio－visua1information processing system，large－sca1e data．
